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内容の要旨及び審査の結果の要旨
固形癌の直径が２mm以上に発育するには腫瘍血管の形成が必須とされており，その形成機序の解明等については現
在盛んに研究がなされている。しかしながら口腔扁平上皮癌の発生，増殖，浸潤と腫瘍血管構築との関連についての
研究は稀で，なお不明な点が少なくない。そこで本研究ではこれらの点，特に浸潤増殖像との関連を解明する目的で
実験舌癌を用いて研究を行った。実験にはハムスター50匹を用い，発癌処置として右舌側縁の擦過と１％dimethyl-
benzanthracene：ＤＭＢＡ塗布を週３回行い，適宜サンプリングを行って上行大動脈から生体墨汁を注入後に固定，
４〃ｍのＨＥ，proliferativingcellnuclearantigen：ＰＣＮＡおよびvascularendothelialgrowthfactｏｒ：ＶＥＧＦの
各染色標本とl00lumの透徹標本を作成し検鏡した。得られた結果は以下のように要約される。
１）発癌操作を行った舌側縁部は肉眼的には４週頃から表面が粗槌となり，９週頃より小腫瘤が，さらに12週以後
22週まで，順次肉眼的に癌の形成が認められた。２）発癌した44匹のＨＥ標本による浸潤様式分類では浸潤の最も弱
い１型から強い4C型まで観察された。３）透徹標本による腫瘍血管構築像は，前癌異型上皮期では毛細血管ループ
の変形・増大，また浸潤の弱い１，２型の癌では樹枝状血管像，浸潤が中等度の３型ではリング状血管像，さらに浸
潤の強い4C型では既存血管破壊像が観察された。４）各腫瘍において算定された血管密度2.7-42.7と浸潤様式との
関連では１型の35.2から4C型の11.0まで浸潤様式が高度になるにつれ，血管密度が低下する傾向にあった。５）同じ
く，各腫瘍において算定されたPCNA陽性細胞率5.8-30.1％と浸潤様式との関連では１型の12.1％から4C型の24.9％
まで浸潤様式が高度になるほど高値を示した。６）ＶEGFの発現は特に4C型で高度であった。
これらの結果をまとめると，前癌期には毛細血管ループが変形・増大し，発癌と共に血管密度はさらに増加したが，
腫瘍が発育するにつれて増殖能の冗進と共に浸潤傾向が強くなると血管密度はむしろ減少し，浸潤様式40型では
VEGFの高度発現にもかかわらず既存血管の破壊像が観察された。
以上，本研究は舌癌の発生，増殖，浸潤に伴う腫瘍血管構築像の推移を実験的に明らかにしたものであり，口腔腫
瘍学に寄与する価値ある論文と評価された。
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